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感情語の色表現を用いた文書クラスタリング 
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あらまし  文書クラスタリングに関する従来の研究では, 通常, 文書の話題の類似性に着目し, 文書中の内容語
の出現頻度を用いる．一方, 我々が提案する文書クラスタリング手法では, 主に文書にあらわれた書き手の意見や
見方の類似性に焦点を当てる．このような手法についてはこれまで十分に検討されてこなかったが, Web コンテ
ンツの検索では不可決な要素である．そこで本稿では, 書き手の意見や見方が利用者にとって特に重要な情報と
なる文書の例としてWeb上の書評を取り上げ，予め作成した辞書を用いて書評のテキストから感情を示す語を抽
出し, その語から連想される色を付与した感情語の色表現によって索引を作成することによって, 書評に対して
感情語の色表現を用いた文書クラスタリングを実現した．  
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Abstract  Most of the previous research on document clustering concentrated on similarity of topics discussed in 
documents, using the frequency of occurrence of content words. On the other hand, our document clustering method focuses 
on similarity of authors' perspectives or opinions that were expressed in texts. This kind of methods has not been thoroughly 
investigated, however, we consider that it is one of the indispensable factors for actively utilizing documents such as Web 
documents. In our proposed method document representation was prepared by identifying emotional expressions in texts using 
a predefined dictionary, and assigning a color associated by each of the expressions. The proposed method performs document 
clustering using the color expression of emotional words.  

Keyword  Document Clustering, Information Extraction, Emotion Extraction, Opinion Information 
 

1. はじめに  

本稿では，Web より収集した書評を対象として，書
評に含まれる感情語を同定し，色を用いた索引付けに

よって文書クラスタリングを行った．  
近年日常生活において Web 上の情報の重要性が増

している．中でも，個人が自分の日常や購入物の感想

などを記録している Web サイトの増加が著しい．その
ような Webサイトの形態のひとつに Blogがある．Blog
とは，専用のツールなどによって利用者がある事柄に

ついてのコメントを記述していく Web サイトの形態
である．このような形態の Web サイトが流行したこと
により，様々な製品や事象に対して，非常に多くの意

見が Web サイトを通して得られるようになった．この
Web サイト上の意見には利用者側，開発者側ともに注
目しており，実際に購入物の決定や製品開発などに利

用され始めている．  
 ここで問題となるのが，どこに意見が書かれている

か，その意見がどのような内容であるかを理解・判断

する手法が必要となることである．その問題の解決策

の一つとして，意見や評判，感情などの主観的情報の

情報抽出と呼ばれる手法がある．情報抽出とは，そも

そもテキストからあらかじめ決められたイベントや事

柄に関する情報を抽出することである [1]．人名や事柄，
期日などの抽出する項目をあらかじめ決めておき，そ

して機械学習等の方法によってその項目を抽出する技

術が代表的な情報抽出である．  
近年，この情報抽出の分野で評判情報検索と呼ばれ

る研究がある．評判情報検索とは，あるテキストから，

その事柄に関する評判を検索する技術である [2]．この
検索された評判から意見を抽出し，事柄自身の評価に

用いる．この際対象となるものは，ある単一のモノの

  



 

評判である場合もあれば，特定の話題分野といった大

きな枠組みの中での評判が対象となる場合もある．本

研究ではこれら評判を処理するための基礎的な検討と

して，書評を処理の対象とし，「書評に含まれる書評の

書き手の感情から目的に即した本を探す」といった要

求を仮定して，テキストから抽出する情報を書評の書

き手の感情とした．これは，書評の感情を抽出するこ

とにより，その対象となっている書籍自体がどのよう

な内容を持つのかを知ることができるであろうと考え

たためである．  
本研究では感情の表現の特色として，色を用いるこ

とを提案している．感情は非常に抽象的な概念であり，

自分自身の感情でさえ特定の言葉にすることはとても

難しい．本稿では，感情を示す語から連想される色を

用いることによって，感情を言葉に変換して扱うより

も直感的な処理が出来るのではないかと考えている．  

2. 関連研究  

評判情報や感情情報を扱う研究はいくつかに大別

できる．1 つ目のグループは，複数の文あるいは文書
において，著者が記述対象の事物に対して好意的また

は否定的な意見・評価をしているかどうかを判断して

いる研究である [2~6]．ある記述対象に対してどのよう
な語や文・パターンが好意的または否定的であるかを

事前に学習し，あてはめることで文書の種類の判断を

行う．この手法では対象となる事象やモノが利用者に

よって好意的あるいは否定的のどちらで捉えられてい

るのか，ということを主に判断している．これに対し，

本研究では好意的・否定的といった大別はせず，その

文書がいったいどのような感情をもっているのかとい

った基準で文書分類を行う．  
 2 つ目のグループは，常識知や統計的手法によって，
単一の語または文をあらかじめ決められた感情カテゴ

リーへと分類していく研究である [7]．この分類は非常
に効果的であるのだが，常識知の作成コストが高いこ

とが挙げられる．これは，常識知はある分野に特化し

たものである場合が多く，その場合に対象となるドメ

インや主題分野ごとに作成しなければならない．本研

究で用いた辞書は対象領域に依存しない，汎用性を持

つものを目指しているので，常識知に比べ作成コスト

は低い．  
 3 つ目のグループは，機械学習によって主観的表現
や主観を表す名詞などが表れるであろうパターンを辞

書として作成し，それに基づいてテキストから主観を

抽出する研究である [8]．機械学習については，学習さ
せる教師データを用意する必要があり，また対象とな

るドメインや主題分野ごとに学習させる作成コストが

問題となる．  

3.  システム  

本節では用いたデータや手法について説明する．特

に手法の中でも索引付けに関して，最初に用いた手法

と改良された手法があるので、その両方について説明

する。  

3.1. 適用データ  

杉田ら [9]が収集したあるコミュニティに参加して
いる Web サイトの書評に対し，本研究のシステムを適
用した．文書は HTML 形式のファイルひとつで１文書
である．文書は主に書籍等に対しての書評で構成され

ており，単一の書籍に対してだけではなく複数の書籍

に対しての書評も含んでいる．また，書評は HTML 形
式のまま収集されている．本研究ではデータに対し，

単一の書籍に関する書評のみを含む文書を手作業で選

別した．最終的にデータとして扱う文書数は 487 件で
ある．  

3.2. 辞書  

事前に感情を示す語を登録した辞書を作成した．語

は長町 [10]の収集した感性ワード集と筆頭筆者が収集
した語からなる 1171 件である．各語には，連想される
色を肯定表現と否定表現の場合に各々１色ずつ対応付

けている．表１は辞書の一部である．この際，肯定表

現とは辞書に登録された形で語が現れた場合を指し，

否定表現とはそれを打ち消す形で語が現れた場合を指

す．例えば登録された形が「楽しい」だった場合，「楽

しい」は肯定表現であり「楽しいわけではない」は否

定表現である．  

表  １ 作成した辞書の一部  

語 肯定表現のときの色 否定表現のときの色

熱い #FF0000(明るい赤) #FF0000(明るい青)

楽しい #FFFFCC(明るい黄) #333300(薄暗い緑)

3.3. 色  

本研究で利用した色は，小林 [11]が定義した，人間
がイメージとして感じる色 130 色から類似色を排した
36 色である．また，語と色との対応付けは，36 色のカ
ラーテーブルと語を提示し，一番妥当であると感じた

1 色を選んだ [12]． 1

                                                     
1  現状の辞書は筆頭筆者一名の選択で作成されて
いる．現在複数名にて色の選択の一致度を測る実

験を行い，結果を分析中である．  

  



 

3.4. 索引付け  

3.4.1. 索引付け A 

最初に索引付けを行なった手法（以下：手法 A）に
ついて説明する．3.1 節にて選別を行った文書 487 件
から，3.2 節で作成した辞書に基づいて索引を作成し
た．この際，索引付けは辞書に登録されている語と文

書に出現する語とのマッチングにて行われ，形態素解

析などは行っていない．また，索引を付した語の前後

40 バイトに「ない」という表現が出現した場合にのみ，
否定表現として語を扱っている．その後，同じく 3.2
節の辞書を参照して，語に対応している色を文書ごと

に索引付けした．のべ索引語数は 10287 件である．  
 手法 A の索引付けは誤りが多く，特に 10287 件中の
総否定表現数 3818件から 100件を無作為に選択しその
精度 を求めたところ，0.10 であった．同様に適

用文書から 10 件を無作為に選択し，本システムが索引
付けすべき否定表現の発見率 の平均も求めたと

ころ，こちらは 0.90 であった．精度と発見率を求める
式は以下の通りである．  

indexp

indexd

   pindex
数同定された否定表現の

表現の数正しく同定できた否定
=  

 

数否定表現と判断された
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a
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−−
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加えて単純なマッチングであるため，例えば“反面

白く（はんめん・しろく）”といった文に対し，辞書に

登録された“面白く”で索引付けしてしまうなどの問

題が見られた．この問題をふまえ，次節では形態素解

析を用いた改善手法による索引付けを行った．  

3.4.2. 索引付け B 

手法Aを改善した手法（以下：手法B）について説明
する．3.1 節にて選別を行なった文書 487 件のテキス
トと 3.2 節で作成した辞書に登録されている語の両方
を ,形態素解析 2を用い形態素ごとに区切った．また，

その際形態素解析によって品詞が助詞と判断されたも

のについては，任意の１語に対応するワイルドカード

に置き換えた．形態素解析と置き換えの結果の例を表

2 に示す．共に形態素に区切られた，文書と辞書に登

                                                     
2  形態素解析システム茶筌 [13] 

録された語のマッチングにより，索引付けを行った．

マッチングした語の後ろX文字以内（含む，ワイルド
カード）に基本形「ない」となる語が存在した場合，

否定表現として索引付けを行なった．マッチングした

語の後ろの文字数であるが，前節で精度を求める際に

用いた適用文書 10 件について同様に精度を求めた．表
3 に示す結果から，最も精度が高い後ろ 15 語を採用し
た．のべ索引語数は 6371 件である．手法Aと同様に，
6371件中の総否定表現数 761件から 100件を無作為に
選択しその精度 を求めた．結果、精度は 0.80 で
あった．また，こちらも同様に発見率 を求めたと

ころ，0.875 であった．   

indexp

indexd

表 ２ 形態素解析と置き換えの結果 

元の文 誰の目にも触れないよう 

出現形 基本形 品詞 置き換えの有無

誰 誰 名詞 無し

の の 助詞 有り

目 目 名詞 無し

に に 助詞 有り

も も 助詞 有り

触れ 触れる 動詞 無し

ない ない 助動詞 無し

よう よう 名詞 無し

置 き 換 え

の結果 
誰 * 目 * * 触れる ない よう 3

 

表 ３ 後ろ何文字までを見るか 

後ろ何文字までを見るか 否定表現判断の精度 

10 文字 0.70 

15 文字 0.80 

20 文字 0.68 

 

3.5. 文書間類似度の計算  

3.4 節の各索引付けから，色数に基づき 36 次元のベ
クトルで以下の式のように文書間類似度を計算した．

tf の計算式 [14]に倣って cf：ColorFrequency を定義して
cf/idf を計算し，後に各文書内の色の重み w をベクト
ル要素として内積の値を求め，最終的にコサイン類似

性尺度によって各文書間の類似度を求めた．この際，

索引付け Aの結果から得られたものを文書間類似度 A，
索引付け B の結果から得られたものを文書間類似度 B
とする．  

                                                     
3  * はワイルドカードである  
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3.6. クラスタリング  

3.5 節で求めた，文書間類似度 A・B それぞれに基づ
いて，文書クラスタリングを行った．文書クラスタリ

ングのアルゴリズム [15]に関しては  a)単一リンク法  
b)完全リンク法  c)グループ平均法  を用いた．ここで
は平均精度が最も高かった完全リンク法について結果

を述べる．クラスタリング処理に関しては，各クラス

タを併合する文書類似度の閾値を定め，併合するクラ

スタが生まれなくなった時点で処理を止めた．文書間

類似度 A によるものをクラスタリング結果 A，同様に
文書間類似度 Bによるものをクラスタリング結果 Bと
する．  

4. 結果と評価  

4.1. 結果  

図１は完全リンク法にて閾値を 0.5～1.0 まで 1/1000
刻みで変化させた文書クラスタリング結果 A である．
図 2 は完全リンク法にて閾値を 0.5～1.0 まで 1/100 刻
みで変化させた文書クラスタリング結果 B である．   

4.1.1. 結果 A 

a ～  e は前 15 区間での区間移動平均の近似曲線で
ある．文書数 2 以上のクラスタをクラスタとして扱っ
た．全クラスタ内文書数は，文書数 2 以上のクラスタ
内に存在する文書数の総計であり，同様にクラスタ数

は文書数 2 以上のクラスタの数，クラスタ内平均文書
数は全クラスタ内文書数をクラスタ数で割ったもので

ある．  

4.1.2. 結果 B 

a と c は前 3 区間での区間移動平均の近似曲線であ
る．クラスタ，全クラスタ内文書，クラスタ数，クラ

スタ内平均文書の定義は結果Ａと同様である．  

4.2. 評価  

結果Ａに関して，クラスタ数に大きな変動があった

6 箇所の閾値での各クラスタ内文書に対して精度を判
定した．結果Ｂに関しては，3 箇所で同様に精度を判
定した．精度の判定は，まず筆頭筆者が各クラスタ内

文書を全て読み，各クラスタの典型的な感情を理解し

た後に，各クラスタ内の各文書の持つ感情がそれに適

しているかどうかを判断することでクラスタ精度

p:Precision を求めた．その閾値での全クラスタの精度
を求めた後に，クラスタ全体の平均精度 pを得た．各

値は下記式から得られた．表５，表６は平均精度を得

た閾値での各結果である．  

の文書数でのクラスタ　閾値

内文書適合数でのクラスタ閾値

  L  s 
  L   s    
sk

sk=psk  

でのクラスタ数閾値  s 

∑
= k

sk

s

p
p  

表 ４ 結果Ａの精度の結果 

閾値 平均精度 全クラスタ

内文書数 
クラスタ数 

0.771 0.114 238 62
0.818 0.129 126 41
0.849 0.196 69 22
0.874 0.315 44 13
0.912 0.523 23 7
0.955 0.666 10 3

表 ５ 結果Ｂの精度の結果 

閾値 
平均精度

(％) 
全クラスタ

内文書数 
クラスタ数 

0.65 0.086 384 86
0.75 0.269 190 67
0.86 0.092 45 19
0.96 0.000 8 5

 
結果Ａでは，後にその結果から累乗の近似曲線を得る

ことで，クラスタ精度の曲線を得た．図１右上の式の

上段は近似曲線を求める式であり，下段はその相関係

数である．閾値が高くなり全クラスタ内文書が減少す

るほどクラスタ精度が上昇していることが図 1 に見ら
れ，文書間類似度が高ければ高いほど正しく同じよう

な感情を持つ文書が集まっていることが読み取れる．

また，クラスタ数が最大になる閾値では分類が非常に

粗く，精度は低かった．  
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図 ２ 完全リンク法でのクラスタリング結果Ｂ 

  



 

 一方結果Ｂでは，閾値が低い区域に関しては結果Ａ

よりも高い精度が得られた反面，閾値が高くなると結

果Ａよりも悪い結果が得られた．これは，高い閾値で

同一クラスタ化した文書が含む感情が異なっていたた

めである．中程度の閾値での精度が向上していること

から，ある程度同じような感情をもつ文書を分類する

能力は向上しているといえる．両結果において，閾値

が高くなるにつれてクラスタ内全文書数が減少してい

るが，これは 1 文書しか含まないクラスタが増加した
ことにより，全クラスタ内文書にカウントされなくな

ったためである．  
両結果が分類した感情の例としては「戦争や争い，

事件などの混沌とした重苦しさ」や，「夢や希望があふ

れ楽しそうだ」といったものがあった．同じような感

情を持つ文書が本手法の文書クラスタリングによって

ひとつのクラスタに分類されたことにより，語から連

想された色によるクラスタリングが有効であったとい

える．精度が高かったクラスタは含まれている文書の

感情が非常にはっきりしており，かつ文書から多くの

語が索引付けされていた．逆に精度が低かったクラス

タには，感情が弱い文書や語があまり索引付けされな

かった文書が目立った．また，あるクラスタの典型的

な感情を持つような文書が，別のクラスタに含まれた

例も見られた．  

5. おわりに  

本稿は，テキスト中に表された感情という曖昧な情

報に基づいて文書をクラスタリングする手法として，

感情語から連想される色を用いて文書の索引付けを行

う手法を提案した．話題についての従来のクラスタリ

ングや検索と組み合わせることによる有効性も考えら

れる．今後は話題に基づくクラスタリングとの比較や

組み合わせ，手法の精度の向上などを目指す予定であ

る．また，連想された色のようなものを利用した場合

には，どうしても個人差が議論される．これに関して，

本研究で用いた辞書の妥当性や色の連想の個人差を調

査する実験を行い，現在解析中である．  
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